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(57)【要約】
【課題】改善された方法及び改善された長手方向に掃気
される２ストロークの大きなディーゼル機関を利用可能
にする。
【解決手段】本発明は、長手方向に掃気される２ストロ
ークの大きなディーゼル機関１の動作方法に関し、掃気
スロット４が、所定量の掃気を供給するためにシリンダ
３の入口領域２に設けられ、出口弁７が、燃焼ガス６の
排出のためにシリンダ３のシリンダ・カバー５に設けら
れる。本発明の方法において、周囲圧力Ｐ０で利用可能
な新鮮な空気８が、排気ガス過給器９によって吸い込ま
れ、且つ掃気スロット４を介して所定の給気圧力ＰＬで
掃気１０としてシリンダ３に供給され、点火ガス混合気
１１が、掃気１０及び燃焼ガス６からシリンダ３内で生
成される。本発明によれば、給気圧力ＰＬの増大のため
の圧力増大手段１２、１２１が設けられ、且つ掃気の低
減された容積ＶＬが、上昇された給気圧力ＰＬでシリン
ダ３に供給される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向に掃気される２ストロークの大きなディーゼル機関（１）の動作方法であって
、掃気スロット（４）が、所定量の掃気を供給するためにシリンダ（３）の入口領域（２
）に設けられ、出口弁（７）が、燃焼ガス（６）の排出のために前記シリンダ（３）のシ
リンダ・カバー（５）に設けられ、前記方法において、周囲圧力（Ｐ０）で利用可能な新
鮮な空気（８）が、排気ガス過給器（９）によって吸い込まれ、且つ前記掃気スロット（
４）を介して所定の給気圧力（ＰＬ）で掃気（１０）として前記シリンダ（３）に供給さ
れ、点火ガス混合気（１１）が、前記掃気（１０）及び前記燃焼ガス（６）から前記シリ
ンダ（３）内で生成され、前記給気圧力（ＰＬ）の増大のための圧力増大手段（１２、１
２１）が設けられ、且つ掃気の低減された容積（ＶＬ）が、上昇された給気圧力（ＰＬ）
で前記シリンダ（３）に供給されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記排気ガス過給器（９）のタービン側（９１）での流入断面（１３）は、前記排気ガ
ス過給器内に流れる前記燃焼ガス（６）の速度が増大され、且つ／又は前記排気ガス過給
器（９）の前記タービン側（９１）でタービン・ハウジング（９１１）の内部空間が低減
される程度まで、前記圧力増大手段（１２、１２１）によって、特にノズル・リング（１
２１）によってより小さくされる請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記圧力増大手段（１２）は、前記上昇された給気圧力（ＰＬ）が生成される排気ガス
過給器である請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記燃焼ガスの排気ガスの所定の量が、前記出口弁（７）の閉鎖の後で前記シリンダ（
３）内に残り、且つ／又は所定の点火圧力及び／又は圧縮圧力が設定される方法で前記出
口弁（７）が制御される請求項１から３までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記給気圧力（ＰＬ）及び前記掃気容積（ＶＬ）は、掃気の前記所定量、特に掃気の前
記所定量の質量が、前記圧力増大手段（１２、１２１）によって実質的に変更されない方
法で事前決定される請求項１から４までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記出口弁（７）は、前記点火ガス混合気の平均点火温度が、前記圧力増大手段（１２
、１２１）によって実質的に変更されない方法で事前決定される請求項１から５までのい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　冷却剤の流量は、前記点火ガス混合気の平均点火温度が、前記圧力増大手段（１２、１
２１）によって実質的に変更されない方法で給気クーラ（１４）によって制御され且つ／
又は調整され、及び／又は給気クーラ（１４）は、前記点火ガス混合気の平均点火温度が
、前記圧力増大手段（１２、１２１）によって実質的に変更されないように使用される請
求項１から６までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記燃焼ガス（６）内の有害な物質が低減され、特にＮＯｘ負担が低減される請求項１
から７までのいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　長手方向に掃気される２ストロークの大きなディーゼル機関であって、掃気スロット（
４）が、所定量の掃気を供給するためにシリンダ（３）の入口領域（２）に設けられ、出
口弁（７）が、燃焼ガス（６）の排出のために前記シリンダ（３）のシリンダ・カバー（
５）に設けられ、周囲圧力（Ｐ０）で利用可能な新鮮な空気（８）が、排気ガス過給器に
よって吸い込まれることができ、且つ前記掃気スロット（４）を介して所定の給気圧力（
ＰＬ）で掃気（１０）として前記シリンダ（３）に供給されることができ、点火ガス混合
気が、前記掃気（１０）及び前記燃焼ガス（６）から前記シリンダ（３）内に生成される
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ことができ、圧力増大手段（１２、１２１）が、掃気の低減された容積（ＶＬ）が、上昇
された給気圧力（ＰＬ）で前記シリンダに供給されることができるように、前記給気圧力
（ＰＬ）の増大のために設けられることを特徴とする２ストロークの大きなディーゼル機
関。
【請求項１０】
　前記圧力増大手段（１２、１２１）が、ノズル・リング（１２１）であり、前記ノズル
・リング（１２１）を通して、前記排気ガス過給器（９）のタービン側（９１）での流入
断面（１３）は、前記排気ガス過給器（９）内に流れる前記燃焼ガス（６）の速度が増大
され、且つ／又は前記排気ガス過給器（９）の前記タービン側（９１）でタービン・ハウ
ジング（９１１）の内部空間が低減される程度まで、低減される請求項９に記載の２スト
ロークの大きなディーゼル機関。
【請求項１１】
　前記圧力増大手段（１２、１２１）は、動作状態で前記上昇された給気圧力（ＰＬ）を
生成する排気ガス過給器（９）である請求項９又は１０に記載の２ストロークの大きなデ
ィーゼル機関。
【請求項１２】
　給気クーラ（１４）を通る冷却媒体の流量は、前記点火ガス混合気の平均点火温度が、
前記圧力増大手段によって実質的に変更されない方法で制御され且つ／又は調整されるこ
とができるように設けられる請求項９から１１までのいずれか一項に記載の２ストローク
の大きなディーゼル機関。
【請求項１３】
　前記点火ガス混合気の平均点火温度が、前記圧力増大手段によって実質的に変更されな
い方法で設計された給気クーラ（１４）が設けられる請求項９から１２までのいずれか一
項に記載の２ストロークの大きなディーゼル機関。
【請求項１４】
　前記２ストロークの大きなディーゼル機関は、電子制御機関であり、特にＷａｒｔｓｉ
ｌａ社のＲＴ－Ｆｌｅｘ機関又はＭＡＮ　Ｂ＆Ｗ　ＭＥ機関であり、前記出口弁（７）の
開放角度及び／又は閉鎖角度及び／又は点火時間点及び／又は噴射期間が、独立して電子
的に調整でき、且つ好ましくは流体圧的に作動されることができる請求項９から１３まで
のいずれか一項に記載の２ストロークの大きなディーゼル機関。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、独立請求項１及び９の特徴部分の前段に従う、長手方向に掃気される２スト
ロークの大きなディーゼル機関の作動方法、及び長手方向に掃気される大きなディーゼル
機関に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、電力を生成するための船舶又は定置装置のための大きなディーゼル機関などの
往復ピストン燃焼機関のパワー増大のために、新鮮な空気が、概して排気ガス過給器とし
て設計される充填群によって、燃焼ストローク後に上昇された圧力でシリンダの燃焼機関
内に導入される。これに関連して、燃焼ストローク後でシリンダの燃焼室を出る排気ガス
の熱エネルギーの一部が利用されることができる。この目的のために、高温ガスは、出口
弁の開放によって充填群へ向けてシリンダの燃焼室の外に運ばれる。充填群は、実質的に
、圧力下の充填群に入る高温排気ガスによって駆動されるタービンを含む。その一部のた
めに、タービンは、新鮮な空気が引き込まれ且つ圧縮される圧縮器を駆動する。その構成
がしばしば簡単に過給器と呼ばれ、且つ２ストロークの大きなディーゼル機関の場合だけ
でなく圧縮器として径方向圧縮器を使用するタービンを有する拡散器は、いわゆる拡散器
、エアクーラ、水分離器、及び入口レシーバが続き、入口レシーバから、給気又は掃気と
しても知られている圧縮された新鮮な空気が、大きなディーゼル機関のシリンダの個別燃
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焼室内に最終的に供給される。この種の充填群の使用によって、新鮮な空気の供給は、こ
のように増大されることができ、シリンダの燃焼室内の燃焼プロセスの効率は改善される
ことができる。
【０００３】
　大きなディーゼル機関の場合は、空気の供給は、タイプに応じてシリンダの異なる場所
で行われる。したがって例として、長手方向に掃気される２ストローク機関において、空
気は、シリンダの下方領域の作動表面に配置される掃気スロットを介して燃焼室に導入さ
れる。４ストローク機関において、給気は、一般にシリンダ・カバーに配置された１つ以
上の入口弁を介して導入される。これに関して、シリンダの下方領域の掃気スロットの代
わりにシリンダ・カバーに入口弁が装備された２ストローク機関も、確かに知られている
。
【０００４】
　重大な重要性は、シリンダへの新鮮な空気の供給のための上述の給気クーラに属する。
通常の当業者に良く知られているように、知られている給気クーラは、冷却パックが収容
される実質的に平行六面体形状のハウジングであり、冷却パックを通して、給気は、給気
を冷却するために給気クーラの入口から給気クーラの出口へ流れる。これに関連して、給
気は、給気クーラにおける空気の冷却とは別に、給気からの水が、また給気クーラで凝結
されるように、大幅に典型的には例えば２５０℃から５０℃に冷却される。
【０００５】
　これに関して、ディーゼル燃焼機関の動作において、かなりの量の窒素酸化物（ＮＯｘ

）は、環境に悪影響を生じる。この理由のために、（ＮＯｘ）放出がかなり低減されたデ
ィーゼルを開発する膨大な労力が、環境を保護するために行われた。（ＮＯｘ）放出の低
減は、例えば窒素酸化物の選択的触媒還元によって実現されることができる。特にそのよ
うな大きなディーゼル機関は、一般に船舶の動作に使用される。対応する触媒変換器を提
供することは、空間が無い理由のためにしばしば困難であり、可能であっても全く困難で
ある。この理由のために、シリンダの燃焼室内の窒素酸化物の生成が既に低減された、い
わゆる一次処置の開発に集中した。
【０００６】
　例えば、それによって掃気の酸素含有量を低減するために、燃焼ガスを掃気又はシリン
ダ外側の新鮮な空気（外部排気ガス再循環）に追加することが、長手方向に掃気される大
きなディーゼル機関で知られている。これは、燃焼プロセスの間に形成されるＮＯｘの量
の低減に作用する。この解決方法の欠点は、しかしながら、燃焼ガスの少なくとも一部が
、圧縮器又は後続の給気クーラにかなりの汚染を導く充填群（過給器）の圧縮器を通して
運ばれなければならないか、又は燃焼ガスが、圧縮器の高圧側で新鮮な空気に第１に供給
されるなら、さらなるポンプが、燃焼ガスの圧縮のために設けられなければならないこと
である。この構成において、給気クーラの不利な汚染は、後者の場合に同様に考慮される
べきである。
【０００７】
　この理由のために、欧州特許出願第６５３５５８号において、内部排気ガス再循環と呼
ばれることがある、タービン及び圧縮器を含む給気群を有する２ストロークの大きなディ
ーゼル機関の排気ガスにおける窒素酸化物の量を低減する方法が提案された。この方法に
よれば、燃焼プロセスで生じる燃焼ガスの一部は、シリンダ内に保持される。これら保持
された排気ガスは、新鮮な空気と比べて低減された酸素の濃度を有する後続の圧縮ストロ
ークで流入する新鮮な空気との混合気を形成し、より少ない窒素酸化物が、後続の燃焼プ
ロセスの間に生じる。したがって、低下した又は低減した掃気は、シリンダ外への燃焼ガ
スの掃気が不完全であり、且つ排気ガスのかなりの部分が各場合にシリンダ内に残るとの
意味で、意図的に実現される。
【０００８】
　シリンダ内の燃焼ガスの一部の保持は、シリンダの外側に設けられた手段を使用して、
欧州特許出願第６５３５５８号により達成される。このように、圧縮器の出口とシリンダ



(5) JP 2008-196483 A 2008.8.28

10

20

30

40

50

の入口との間の新鮮な空気の一部を取り除くことが提案され、通常より少ない量の新鮮な
空気が、シリンダ内に入り、圧縮ストロークにおいて通常より少なく燃焼ガスに抑制する
。代わりに、充填群のタービンを通過するシリンダから出る燃焼ガスを運び、応じてより
少ない量の新鮮な空気が、圧縮器からシリンダへ運ばれる提案も行われた。この変形にお
いて、新鮮な空気の供給は、このように低減され、圧縮器を駆動するタービンのパワーが
低減される。
【０００９】
　特に大量の燃焼ガスがシリンダ内の保持される場合、シリンダ内の温度は、結果として
非常に上がることがある。これは、水が、圧縮ストロークの少なくとも一部の間に、シリ
ンダ内に存在する新鮮な空気／排気ガス混合気に噴霧される欧州特許出願第６５３５５８
号によるものとは反作用することができる。
【００１０】
　しかしながら、これは、水を噴射するための追加の機器が設置されなければならないの
で、構造の観点から第１に非常に複雑な処置である。他方、水は、特に、例えば侵食性の
酸の形成によって、燃焼の間に生じる燃焼ガスとの水との化学反応による、例えば腐食、
特にピストン表面、ピストン・リング、シリンダ壁、出口弁などへの高温ガス腐食などの
シリンダに新たな問題を引き起こす。
【００１１】
　したがって、欧州特許第０９６７３７１号は、燃焼ガスにおける、換言すれば排気ガス
におけるＮＯｘの比率のかなりの低減を導く、シリンダへの新鮮な空気の流入をこのよう
に低減するために掃気スロットのサイズを低減することを提案する。
【００１２】
　しかしながら、これは、同様に燃焼温度における所定の増大を導き、この解決方法を用
いても、水が、また燃焼室内にさらに噴射されなければならない。なぜなら、そうでなけ
ればより大きな機関及びその構成部品の熱負担の恐れがあり、再び結果として、より短い
耐用間隔、動作におけるより高い故障の可能性、及び最終的により高い動作コストを生じ
るからである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　したがって従来技術から始まり、本発明の目的は、存在する機関が、効率の程度が影響
を及ぼされることなく、すなわち増大された燃料消費及び／又はパワー低減が考慮される
必要なく、本発明による方法を使用して動作されることもでき、又は単純な処置を介して
改造されることができるように、窒素酸化物の放出の低減が、機関の熱負担を増大するこ
となく且つ実質的な構造変更なく達成される、改善された方法及び改善された長手方向に
掃気される２ストロークの大きなディーゼル機関を利用可能にすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この目的を満足する本発明の主題は、独立請求項１及び９の特徴によって特徴付けられ
る。
【００１５】
　従属請求項は、本発明の特に有利な実施例に関する。
【００１６】
　したがって、本発明は、長手方向に掃気される２ストロークの大きなディーゼル機関の
動作方法に関し、掃気スロットが、所定量の掃気を供給するためにシリンダの入口領域に
設けられ、出口弁が、燃焼ガスの排出のためにシリンダのシリンダ・カバーに設けられる
。本発明の方法において、周囲圧力で利用可能な新鮮な空気が、排気ガス過給器によって
吸い込まれ、且つ掃気スロットを介して所定の給気圧力で掃気としてシリンダに供給され
、点火ガス混合気が、掃気及び燃焼ガスからシリンダ内で生成される。本発明により、給
気圧力の増大のための圧力増大手段が設けられ、且つ掃気の低減された容積が、上昇され
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た給気圧力でシリンダに供給される。
【００１７】
　冒頭で詳細に記載したように、従来技術から知られている方法において、排気ガスにお
けるＮＯｘ負担の低減は、常に増大された熱負担を犠牲にする。なぜなら、ＮＯｘ低減は
、例えば供給される掃気の量を低減することによって、シリンダ内の燃焼の間に利用可能
な酸素量が低減される事実によって達成されるからである。これは、次に、対応する掃気
の量が、もはやまさに利用可能でない重大な欠点を有する。この理由のために、掃気を失
うことによる冷却効果の損失を補償するために、シリンダ内への水の噴射などを複雑な処
置が、行なわなければならない。
【００１８】
　この問題は、本発明により最初に、且つそのうえ、必要な機関に対する高価な構造変更
なしに、且つ例えば、次に機関及びその動作に悪影響を有するシリンダ内への水の噴射な
どの処理を使用することなく、解消される。
【００１９】
　これは、本発明によって達成され、掃気スロットを通りシリンダ内に導入される掃気の
容積は、掃気ストロークにおいて、出口弁を通って排出される排気ガスの量が低減される
ように低減される。結果として、封入された空気の容積測定比率が、従来技術と比較して
低減されたので、ＮＯｘの形成が低減されることを導く従来技術から知られている方法よ
り多くの残留ガスが、シリンダ内に燃焼ストロークで残る。
【００２０】
　これに関連して、掃気が、従来技術と比べて増大した圧力で掃気スロットを介してシリ
ンダ内に導入されて、掃気の容積の低減が達成される。掃気が、増大した充填圧力でシリ
ンダ内に押し込まれる事実のために、一方では、掃気の密度が低減され、他方、掃気のシ
リンダ内に残る排気ガスとの混合が改善される。適切なプロセス制御によって、例えばよ
り少ない容積の掃気がシリンダ内に導入される状況が達成されることができる。このよう
に、燃焼の劣化を生じる新鮮な空気に対する保持された排気ガスの容積測定比率が増大さ
れ、またなぜなら、新鮮な空気は、燃焼の生成物、すなわち排気ガスにおけるＮＯｘの比
率が低減されるより大きな程度まで、排気ガスと混合されるからである。
【００２１】
　他方、導入された新鮮な空気の容積低減に対する増大した給気圧力の比率は、導入され
る掃気の量、換言すれば例えばその質量が、全体として実質的に同一のままであり、換言
すれば低減されず、導入される新鮮な空気の熱取り込み容量、換言すればその熱容量が実
質的に低減されないそのような方法で調整されることができる。
【００２２】
　これは、それが増大した圧力下であるので、掃気のより少ない容積が、本発明による方
法でシリンダ内へ導入されるが、導入された掃気の質量は、新鮮な空気の質量密度が増大
した圧力で対応してより大きいので、それにも関わらず実質的に低減されないことを意味
する。
【００２３】
　したがって、本発明による方法の使用によって、ＮＯｘの形成は、保持される排気ガス
の容積測定比率が、新たに供給された新鮮な空気の容積と比べて増大されるので、大規模
に低減される。他方、新鮮な空気の実質的に同一の量が本発明による方法の使用なしにシ
リンダ内に導入されるので、シリンダ内に導入される掃気の熱取り込み容量は、保持され
る。
【００２４】
　既に述べたように、増大した給気圧力に達するために、実際に特に重要な場合に、過給
器の圧縮器の入口の前方に設けられるノズル・リング又は膜によって特に実現されること
ができる、圧力増大手段が使用され、排気ガス過給器のタービン側での流入断面は、排気
ガス過給器内に流れる燃焼ガスの速度が増大される方法で低減される。燃焼ガスが、増大
された速度で排気ガス過給器内に流入するので、タービンの回転速度が増大され、その結
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果、排気ガス過給器のタービン・ロータに回転固定して結合される圧縮器ロータが、より
高い回転速度に同様に上げられ、排気ガス過給器は、吸い込まれた新鮮な空気をシリンダ
に増大した圧力で、例えば３．５バール絶対値、特に４バールから４．５バール、特に最
大５バールまで、又はより高い絶対圧力でポンプ給送する。吸い込まれた新鮮な空気の周
囲圧力に対する圧力差は、これに関して、正確に周囲圧力の量だけ上述の値より小さい。
【００２５】
　掃気ストロークの間の増大した給気圧力での掃気の導入、又はむしろ掃気が、掃気スロ
ットを通してシリンダ内に導入され、且つ出口弁が、まだ開放されている間に、さらに自
動的に、過給器自体に積極的な効果を有する。出口弁がまだ開放されているときに、掃気
が、増大した圧力でシリンダ内へ導入されるので、掃気と混合されたガスは、いくぶん増
大した圧力で同様に出口弁の外に逃れ、したがって次により高い圧力で過給器を駆動し、
この手段によって過給器のパワーは、次に、静止状況が達成され、且つ過給器が対応して
増大した平均充填圧力を送るまで、これによって増大される。
【００２６】
　とりわけ、排気システムを介して大気に最終的に放出される排気ガスが、本発明による
方法を使用することなくより低い熱エネルギーを有し、すなわちとりわけ排気ガスの熱エ
ネルギーが、本発明の方法によってより良好に利用される事実によって、追加に得られる
エネルギーが、当然得られる。
【００２７】
　言うまでも無く、圧力増大手段は、任意の適切な圧力増大手段であることができる。し
たがって、例えば非常に特別な場合において、特に簡単で且つ経済的な解決方法である排
気ガス過給器のタービンの入口内への膜又はノズル・リングの設置の代わりに、過給器は
、改造されることができ、増大したポンプ給送容量も、増大した給気圧力が生成されて改
造されることができる。非常に特別な状況に関して、排気ガス又は掃気システムにおける
さらなる過給器又は他の追加のポンプを提供することも可能である。これに関して、通常
の当業者にそれ自体知られている代替又は追加のさらなる処置が、例えば、過給器のター
ビンが配置されるタービン・ハウジングの低減などの給気圧力の増大のために存在する過
給器、又は排気ガス過給器のパワーの増大のための任意の他の適切な処置に適用されるこ
とができる。
【００２８】
　増大した吸気圧力が、より強い掃気の圧縮のために大きく加熱され過ぎることを導く場
合、異なる処置によって給気をさらに冷却することが有利であり得る。
【００２９】
　したがって例示によって、前述のように燃焼ガスの所定の排気量が、シリンダ内の出口
弁の閉鎖、及び／又は所定の点火圧力及び／又は圧縮圧力が設定され、特により低い値に
設定された後に維持される方法で、出口弁は、制御されることができ、従来技術と比べて
、シリンダ内で到達される最大点火圧力、例えば通常ＯＴと呼ばれる上死点の近傍におけ
るシリンダ内の圧縮圧力は、いくぶんより低く選択される。結果としてシリンダ内に封入
される掃気と排気ガスの混合気は、いくぶんより弱く圧縮され、温度が、圧縮によってよ
り小さく増大される。これは、例えば出口弁が、いくぶんより遅く閉鎖される事実によっ
て達成されることができ、排気ガスと掃気とのいくぶんより多い混合気は、出口弁が閉鎖
され、且つ実際の圧縮プロセスがシリンダ内で始まる前にシリンダの外に逃れることがで
きる。このように、過給器による掃気の圧縮によって引き起こされたシリンダ内へ導入さ
れた掃気のより高い温度は、再び補償されることができ、機関の熱負荷は、増大されない
。これは、特に、本発明による圧力増大手段の使用にも関わらず、点火ガス混合気の平均
点火温度が、実質的に変更されないことを意味する。
【００３０】
　さらなる積極的な側方効果は、それほど高く無い最大圧縮圧力が到達され、燃料消費に
積極的な作用を有する、ピストンが圧縮ストロークの間に実行すべき圧縮作動は、対応し
てより少ない。
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【００３１】
　最終的に、本発明による方法は、給気クーラなどにおける冷却で排気ガス充填器内の圧
縮において、シリンダ内の圧縮ストロークの間に、ほとんどの様々な機関部品での熱力学
プロセスの巧みな組み合わせを用い、最終的に、本発明による方法の使用によって大きな
ディーゼル機関の動作の間に、記載された積極的な作用を全体として導く。
【００３２】
　これに関して、給気圧力及び掃気容積は、掃気の所定量、特に掃気の所定量の質量が、
圧力増大手段によって実質的に変更されない方法で特に好ましくは事前決定され、全体と
して熱吸収容量、換言すれば例えばシリンダ内に導入された掃気の熱容量は、全体として
実質的に同一のままであり、それによってより高い熱負荷が避けられる。
【００３３】
　代わりに又は追加して、給気クーラを通る冷却媒体の流量は、例えば流量の増大を生成
するポンプによって、点火ガス混合気の平均点火温度が、圧力増大手段によって実質的に
変更されない方法で制御され且つ／又は調整されることができ、及び／又は例えばより高
い冷却容量を有する給気クーラが使用されることができ、点火ガス混合気の平均点火温度
が、圧力増大手段によって実質的に変更されない。
【００３４】
　これに関して、詳細に上述したように、本発明による方法は、燃焼ガス内の汚染物、特
に燃焼ガスにおけるＮＯｘ負担を低減するように主に作用する。
【００３５】
　本発明は、さらに、本発明による方法を実行するための長手方向に掃気される２ストロ
ークの大きなディーゼル機関に関し、掃気スロットが、所定量の掃気を供給するためにシ
リンダの入口領域に設けられ、出口弁が、燃焼ガスの排出のためにシリンダのシリンダ・
カバーに設けられ、周囲圧力で利用可能な新鮮な空気が、排気ガス過給器によって吸い込
まれることができ、且つ掃気スロットを介して所定の給気圧力で掃気としてシリンダに供
給されることができ、点火ガス混合気が、掃気及び燃焼ガスからシリンダ内に生成される
ことができる。本発明によれば、圧力増大手段が、掃気の低減された容積が、上昇された
給気圧力でシリンダに供給されることができるように、給気圧力の増大するためにこの構
成に提供される。
【００３６】
　圧力増大手段は、好ましくは必ずしもノズル又は膜ではなく、ノズル又は膜を通して、
排気ガス過給器のタービン側での流入断面は、より小さく作られ、排気ガス過給器内に流
れる燃焼ガスの速度が、増大され、それによって、増大した給気圧力が、シリンダ内で達
成されることができる。
【００３７】
　他の実施例において、圧力増大手段は、本発明による方法を実行する、動作状態で上昇
された給気圧力を生成する、増大したパワーを有する過給器であり得る。
【００３８】
　動作状態における機関の増大された熱負荷が、避けられることができるように、掃気の
冷却を改善するために、調整手段は、例えばポンプの形態で設けられることができ、給気
クーラを通る冷却媒体も流量が、点火ガス混合気の平均点火温度が、圧力増大手段によっ
て実質的に変更されない方法で制御され且つ／又は調整されることができる。
【００３９】
　この構成において、そのような方法で設計される他の給気クーラを提供することも可能
であり、すなわち、それが、点火ガス混合気の平均点火温度が、圧力増大手段によって実
質的に変更されないそのような冷却パワーを生成する。
【００４０】
　本発明による２ストロークの大きなディーゼル機関は、実際には好ましくは、本発明に
より改造された電子制御機関、特にＷａｒｔｓｉｌａ社のＲＴ－Ｆｌｅｘ機関又はＭＡＮ
　Ｂ＆Ｗ　ＭＥ機関であることができ、出口弁の開放角度及び／又は閉鎖角度、及び／又



(9) JP 2008-196483 A 2008.8.28

10

20

30

40

50

は噴射時間点及び／又は噴射期間が、独立して電子的に調整されることができ、且つ好ま
しくは流体圧的に作動されることができる。
【００４１】
　本発明は、図面を用いて以下により詳しく説明される。
【実施例】
【００４２】
　図１は、様々な構成部品の協働の説明のための概略図で、本発明による大きなディーゼ
ル機関の排気ガス過給器システムの原理構造を示し、長手方向掃気を有する２ストローク
の大きなディーゼル機関として形成され、且つ以下の全体において参照符号１で指定され
る。
【００４３】
　ディーゼル機関１は、通常、シリンダ・カバー５内に配置された出口弁７を有する複数
のシリンダ３をそれ自体知られている方法で含み、ピストン３００は、下死点ＵＴと上死
点ＯＴとの間で動作表面に沿ってシリンダ３内で前後に移動可能であるように構成される
。シリンダ・カバー５及びピストン３００を有するシリンダ３のシリンダ壁は、知られて
いる方法でシリンダ３の燃焼空間の境界となる。複数の掃気開口４は、掃気スロット４と
して設計されるシリンダ３の入口領域２に設けられる。ピストン３００の位置に応じて、
掃気スロット４は、ピストン３００によって覆われ又は晒される。吸気１０とも呼ばれる
掃気１０は、掃気開口４を通ってシリンダ３の燃焼空間に流れることができる。燃焼の間
に生じる燃焼ガス６は、出口弁７に隣接する排気ガス・ダクト６００を介してシリンダ・
カバー５に配置された出口弁７を通って、排気ガス過給器９内へ流れる。
【００４４】
　それ自体知られている方法で、排気ガス過給器９は、必須の構成部品として、新鮮な空
気８を圧縮するための圧縮器ロータ９０２を有する圧縮器、及びまたシャフトによってタ
ービン・ロータ９０１に固定接続される圧縮器ロータ９０２を駆動するタービン・ロータ
９０１を有するタービンを含む。タービン及び圧縮器は、ハウジング内に配置され、且つ
本発明の場合には圧縮器側で径方向圧縮器として形成される排気ガス過給器を形成する。
タービンは、シリンダ３の燃焼空間内に出入りして流れる高温燃焼ガス６によって駆動さ
れる。
【００４５】
　掃気１０を用いてシリンダ３の燃焼室を充填するために、新鮮な空気８は、取り入れ空
気スタブを介して圧縮器ロータ９０２を通って吸い込まれ、最終的にシリンダ３内に行き
渡る給気圧力ＰＬよりいくぶん高い上昇された圧力に、排気ガス過給器９に圧縮される。
圧縮された新鮮な空気は、入口レシーバ１００２内へ水分離器１００１を介して後続の拡
散器１０００及び給気クーラ１４を通る掃気として、排気ガス過給器９を通過し、入口レ
シーバ１００２は、好ましくはレシーバ空間１００２として形成され、入口レシーバ１０
０２から、掃気１０としての圧縮された空気１０は、掃気スロット４を通って上昇された
吸気圧力ＰＬでシリンダ３の燃焼空間内へ最終的に通過する。
【００４６】
　図１の特別な実施例において、流入断面は、タービン側９１の排気ガス過給器９上のノ
ズル・リング１２１によって低減され、燃焼ガス６は、増大した流れ速度でタービン・ロ
ータ９０１を駆動し、それによって圧縮器側９２で、圧縮器ロータ９０２は、まさにター
ビン・ロータ９０１より速い回転速度で駆動され、排気ガス過給器９は、増大した給気圧
力ＰＬでシリンダ３内に掃気１０をポンプ給送する。図１の実施例において、より高い冷
却容量を有する給気クーラ１４は、さらに設置され、より高い給気圧力による温度のさら
なる増大が補償される。
【００４７】
　この構成において、大きなディーゼル機関１は、電子制御機関であり、とりわけ、出口
弁７の開放角度及び／又は閉鎖角度が、動作状態において、より小さな掃気の容積ＶＬが
、全体としてシリンダ３に利用可能にされる方法で動作されることができる。しかしなが
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まである。なぜなら、本発明による圧力増大手段１２、１２１は、掃気が、上昇した圧力
で、すなわちより大きな密度でシリンダ３内にポンプ給送されるように設けられるからで
ある。
【００４８】
　本出願に記載される本発明による全ての実施例は、単なる例示として理解されるべきで
あり、且つ本発明の範囲内で記載され又は明らかな特定の全ての実施例において、単独で
又は本発明による実施例の特別の例における全ての適切な組み合わせで提供されることが
でき、本発明に記載される実施例の全ての適切な組み合わせは、本発明に含まれ且つ包含
されることが理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】排気ガス過給器システムを有する長手方向に掃気される２ストロークの大きなデ
ィーゼル機関の原理構造の概略を示す図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１　大きなディーゼル機関
　３　シリンダ
　４　掃気開口
　５　シリンダ・カバー
　６　燃焼ガス
　７　出口弁
　８　新鮮な空気
　９　排気ガス過給器
　１０　掃気
　１２　圧力増大手段
　１４　給気クーラ
　９１　タービン側
　１２１　圧力増大手段、ノズル・リング
　３００　ピストン
　６００　排気ガス・ダクト
　９０１　タービン・ロータ
　９０２　圧縮器ロータ
　１０００　拡散器
　１００１　水分離器
　１００２　入口レシーバ
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【図１】
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